






















































特定 の開き手が存在すること に注目し、 対話と して扱っている 。 しか し、
その よう な分類では 「
それ で
」


















先 行 研 究で













































自分で言 う のはおかしいけど、 照れ屋なんです。
向田
2 :






そ う で す か（笑）
。
主庄ヱ う まく 行くかどうかわ かんないんだけど、僕は『手
袋をさがす
」










1 自 身の発話 で ある から 、話者交替は起こっていないと考えられる 。 対話の形
式を取
って はい
る も のの 、 対話として機能してい
な いものは疑似対話とする。 そし て、 同 一
話者による完全な独 話（例(1
)





















































い る と考えることがで きる 。
















時頃なんです。ところが、 くわいの網焼きというのは、 夜食のビ ールの肴にどうして
も宜べたくなるんですね。主丸ヱス ー バ ーヘ駆け出しまして、 せきますからガスの火
で焼いたんですけど、 夜中はガスの火が強くて、 焦げまして、ちょっとしくじりまし
た。」（向田）
(8) 「お父さんが亡くなって、 ずいぶん悲しかったろうねえ。主れヱ、 君、 淋しそうなとこ
ろがあるんだねえ。 ゅうべはじめて会ったときからそう思ったよ。」（金閣）
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(12) では前件の［かつお節と昆布でだしをとる］が後件を蒋く状況 ・ 条件になり、 前件の状
態に、後件［上がり際にお酒と淡口のしょうゆでちょっと味をととのえる］を時間的な顛序



































(19円口：開発したジャ ー マニ ー ・ケミカル自身が、 販売を停止するという噂が、 流れたん





る。 このタイプの 「それで」 はrはい」「いいえ」 で答えることができない疑問詞を含む、
いわゆるWH疑問文と共起することができる。
＠単なる話の促し
「それで」 の単独用法で、 話し手が聞き手に話題の方向づけを預け、 単なる話の続きを促
すものである。
(19向田：普通なら、 月希合もらってうれしくてと背うんだけれども。
中川：いや、 こんなことして金もらって、くやしくて。 なんか、 鬱勃たるものがあった
んだね。 だけど、何になっていいかわからない。なるものがないからね。学l目で
もできりや、 まだあるんだけど、 できないしね。 だから坊主になろうと思って、
お寺へ行ったことがある。
向田：それで？ （向田）









































(19) 「 ライシャワ ー教授も官僚の廉直性を指摘され、 徳川時代に培われた精神であると書い
ていらっしゃいますね。 士というのは廉直ですな。私は本当にそうだと思う。貧乏な































四 「 く前略〉（笑）ピ ー ルはうがいみたいなものでしょう、そのあと日本酒で腰落ち舒けて。
トックリが四、五本並ぶわね。日本酒って甘くて、ねとっとする時があるのね。後口が
悪いなんていってウイスキ ー 飲んだりして。最後に締めくくりと称してプランデー 飲ん









(22') 「お酒を飲みまくった (P) 」から、 普通「酔っばらった (Q)」
意外にも「なんともなかった(-Q)」
という推除の中で、四 ＂ のように前件Pと後件Qを 「でも、 それなのに」 のような逆接の
接続詞で結ぶことができる。







この場合、 A とBとの間に (Aはいくらお酒を飲んでも酔わない］という語用論的前提が
あれば、 逆接的な事柄を祁く用法として 「それで」を用いることができる。
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4 、 まとめ
「それで」 は基本的に前件を前提にし、それを根拠に後件で梢報を述ぺることを示す談話マ ー



















従来の研究では 「それで」の主な用法に因果関係を挙げているが、 実際に 「それで」 の
用法の基本は継起関係であると思われる。上の四つの用法は継起関係の上で成立しているが、





rそれで」 だけではなく、 接続問を分析する際には、 .:;.0)ように談話の類型との関係か
ら考察することが必要であろう。
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